
 築 9 5 年 の R C 造 長 屋 『 旧 東 京 市 店 舗 向 住 宅 』 の 変 遷 の 先 に 考 え る 、 2 5 0 m の 「 未 完 建 築 」 で 応 答 す る ノ ス タ ル ジ ー  

清澄アーカイブス

では、図書館の本質とは何か、

すなわち、 　　　　　　　　　　　　    である。「アーカイブ」
情報化社会図書館建築

建築の更新速度 テクノロジー , 技術の進化

 「図書館」という建築は、いずれ無くなるかもしれない。インターネットの発達、SNS の普及で情報を得ることは簡単になった。
図書館は堅牢なイメージと共に、その存在を成立させてきたが、特質な機能を持つ図書館という建築は、時勢によりその存在意義が曖昧になっている。

図 書 館 と い う 建 築 の 存 在 意 義
b a c k g r o u n d

1 .

ノスタルジーの現象は、
革命という歴史の断絶後に
現れやすいものと聞く。

近代という破壊の時代を経て今、
「アーカイブの所作と

応答するノスタルジー」は、
新たに建築の歴史を紡ぐ

手がかりになりうるのではないか。

集合的記憶の母体へ

与えられた骨は、生成する肉を待つ

新生成肉 ; ??

建築という媒介物を通して明るみになるノスタルジー
その建築は街と人を繋ぎ、未来を意思するものになる。

3 - 少し先のこと
新たな骨を与える

現在という一時点の設計

2 - 応答

建築 ( 旧東京市店舗付住宅 ) を介した
過去の出来事、そこにあった営みを考え抜き、

建築に新たな骨格を付与する。

新骨格 ; S 造耐震補強フレーム , 
     木造軸組増築 , RC 耐震壁

キッチュとディテール

個人の記憶の変異体

旧骨格 ; RC 造ラーメンフレームが作る長屋
生成された肉 ; ファサード , 屋上 , その他の増築

私が見た風景と心象風景の間の裂け目に現れて、
それらの相互関係と歪みを自覚させた。
私はそこにノスタルジーを感じる。

骨から生成する建築の肉
1 - 創作の手がかり

これらは、街が、住人が、その地が、そして設計者の私が、自らの世界をアーカイブする所作である。
人と建築と街の応答が持続する限り、そこにはまた新たに「建築の肉」が生成し、それらは確かに建築の変遷と地続きになった、未来を意思する存在へとなるだろう。それこそが、本質的な「図書館の存在意義」ではないか。

生 き ら れ た 図 書 館2 .

c o n c e p t  +  v i s i o n

2023年  東京都江東区清澄 航空写真
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S=1/400 竣工時（1928 年） 東側立面図初期部分（1928-）
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竣工時（1 9 2 8 年） 平面図
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住居バルコニー

屋上

住宅街清澄庭園

竣工時（1 9 2 8 年） 断面図

 清澄庭園に張り付くよう全長 250m に渡り「旧東京市店舗向住宅」が建っていた。
都営大江戸線 2 駅の間、下町らしい住宅街と緑豊かな清澄庭園の境界に位置し、それらを分断する塀のように建っている。

昭和 3 年に竣工してから多くの遍歴があり、住人による自由な増改築によって表情を変えながら現在もその存在を残している。
その表情は街と密接な関わりを持ち、地域に愛されてきた。現在は築 95 年になり、空き家化、老朽化、廃墟化が進んでいる。

ここを本計画地に定め、計画を行う。

s i t e

旧 東 京 市 店 舗 向 住 宅3 .

古写真（1955 年頃）古写真（1928 年 竣工時）

旧東京市店舗向住宅の遷移

1923

三菱地所管理で木造長屋が 100 軒近く建っていた

関東大震災 庭園 , 長屋 壊滅

1928

1928

三菱地所が公園拡張地として
東京都に東京市に土地を寄付

旧東京市店舗向け住宅 竣工
（耐火性の観点から RC 造）

1945

1953

東京大空襲で庭園は壊滅したものの、
長屋は焼け残る

長屋の土地が住民に払い下げられる

『旧東京市店舗向住宅』誕生

住人の自由な改築 , 増築が始まる

空き家化 , 廃墟化 , 退廃化 , 高齢化 etc..

? ?

建物の所有権が住民に移行

1987

2023

東京都の立退勧告によって
長屋が一部買収される

住人自身の増改築により長屋の連帯性が失われてゆく

「うちは当時としては珍しく内風呂があり、その水で
なんとか火を消し止めて、畳 1 畳の被害で済んだんです。」

「通りの向こう側からたくさんの人がウチに逃げてきて、火の粉で
熱くなったガラス窓を濡れ雑巾でみんなで抑えてくれたそうよ。」

「戦後直後から多くの買い物客が来て、
清澄銀座商店街と名乗った。」

「戦後しばらくは清澄銀座商店街と言ってお客さんが
大勢くるような商店街でした。」

「裏の空地や屋上を農園にして野菜を作っていた。」

「時間の経過とともに住人の高齢化が進みさらに
売却がしたいと考える人も出てきた。」

「さらに空地や空き家が増え、
地区の空洞化が進む危険があります。」

「これ以上シャッター通りにしたくはありません。
空き店舗を利用して観光客の憩いの場を作ったり、

この街ならではの町づくりを進めていけるようがんばりたい。」

「今まで売却したのは 6 軒が一体となった長屋の両端の人だから問題
なかったが、今後 6 軒長屋の真ん中に住んでいる人が解体してしまうと、

建物の耐震性などが危惧されます。」

「シャッターを閉める店が増え、
名前を「清澄通り会」に名前を変えた。」

「なんの前触れもなく突然 5 年以内に立ち退きなさいと
東京都から言われたんです。土地も建物も
自分のものなのにおかしくないですか。」

地域誌や聞き取り調査で様々な言葉を得た。

街と旧東京市店舗向住宅にまつわる
オーラルヒストリー

現在の様子 (2023-06/12 作者撮影 )

建物の取り壊しが行われた場所 (2023-06/12 作者撮影 )

1956 年

1945 年

1937 年

1909 年

1880 年

長い歴史で、この場所に細長い建築が
存在し続けてきたことがわかる

改築部分（1953-）初期部分（1928-） S=1/400 調査時 (2023 年 6 月 ) 東側立面図
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S=1/400 長手全体断面図提案新築部分（2023-） 地域共用部 閉架 , 図書館オフィス開架コーナー 0 1 5 10 4020 (m)
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S=1/400 配置図兼 1F 平面図
0 1 5 10 4020 (m)改築部分（1953-） 提案新築部分（2023-）初期部分（1928-）

コンコース コンコースコンコース開架図書 開架図書 開架図書 開架図書

2F 平面図0 1 5 10 4020 (m)

コンコース コンコース コンコース

地域交流室
（集会所）

地域交流室
（ギャラリー）

3F 平面図0 1 5 10 4020 (m)改築部分（1953-） 提案新築部分（2023-）初期部分（1928-）
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計画地 ; 旧東京市店舗付住宅

配置図  現在の航空写真 ( 2 0 2 3 年 )

この建築は住人自身によって増改築が行われ続けてきた。
それは住人によって能動的に建築に応答し続けてきた所作だと言える。その所作の先に建築を考えるとき、一辺倒でない、

そして断片的な応答の集積で全体性を作るべきだと感じた。
また、同時に断片的な設計のみでは示されないと考えたため、結果として 250m の全体性が誕生した。

接道と清澄庭園を分断していた塀のような建築で、持続するコミュニケーションを建築の存在と共に考えた。
それは、塀の上や、塀の中を歩くような体験であり、退廃化した建築が、かつて有していた特性を受け継ぎながら、

またそこで人と建築と街の関係性を取り戻す提案なのである。

塀 の 上 、 あ る い は 中 か ら 、7 .
p l a n

全体を俯瞰する

改築部分（1953-） 提案新築部分（2023-）初期部分（1928-） S=1/400 計画後 東側立面図

私は場当たり的な応答の中で、経年変化の違う 3 種の素材を選んだ。
自身が一つの時点で示した計画は、選定した素材のギャップの中で、

今後建築と人のコミュニケーションを生んでいく。

RC 耐震壁 t=150mm
白色モルタル 佐官仕上げ

特性 ; 恒久性 特性 ; 仮設性 特性 ; 積層性
スケール ; ランドスケープ スケール ; 非住宅木造 スケール ; 住宅

木造新築 120mm 角
在来軸組構法 

S 造 耐震補強フレーム
φ=80mm メラミン装緑

3 種の異素材の骨格

S=1/100 北側立面図

接道 清澄庭園

提案部分 ( 新築 )

0 1 5 (m)

鉄板造

 

木造軸組

 

元々が住宅であるため、公共的なスケールを獲得するために、
構造体を避けた壁面にヒューマンスケールから

乖離したスケールを設けている。

吹き抜けの先にある三角のトップライト
1F から上を見上げると視線が抜けるようになっている。

6-3. 新しいエントランスに逸脱したスケールの扉を設計

部分東側立面図
1F 部分平面図

中空ポリカーボネート
 

中空ポリカーボネート
 

 建築内部に光を届ける不透明なファサードが、
かつてここが空地だったことを伝える。

 まるで倉庫を模したようなファサードは、
既存と独特な対立を生みながらも、

街に馴染んでいくだろう。
 不透明な表層は、柔らかい光を取り込み、
細長い空間に所々の空地だった場所から

この光が入る。

そこに合わせて「地域交流諸室」が配置しており、
地域に開かれる接地性を持つ。

使われない時は読書空間にもなり、
外部との連続性を作る。 

6-2. 空地に自然光と外部からの動線を取り込む空間を設計する

S=1/300 新築計画 部分平面図

3F 最北端部

2F 最北端部

1F 最北端部

3F 中央空地部分

2F 中央空地部分

1F 中央空地部分

3F 最南端部

2F 最南端部

1F 最南端部
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6-1. 左右端と中央空地に上下動線とコンコースを設計する

提案部分 ( 新築 )増築部分 (1953-)初期部分 (1928-)

計画地内にその場所は土地所有権などの様々な
問題が原因で、既存が取り壊されて生まれた

計 6 軒 4 箇所の空地がある。
ここで新たな新築の計画を行う。

清澄の街らしい倉庫のようなボリュームと、
不透明なマテリアルのファサードで設計を行う。

6-1

6-3

6-2  ( 詳細図下記 ) 6-2 6-26-1 6-1

6-3

6-3
新築計画対象場所

計画地内にその場所は土地所有権などの様々な問題が原因で、既存が取り壊されて生まれた計 6 軒 4 箇所の空地があり、ここで新たに新築の計画を行う。
既存のグリッドが引用され、元々あったリズムを踏襲しながら空間を作る。そしてこの建築は、一時点で完成するのではなく今後も更新され続け、そこに応答を持続させる。

建 築 と 、 人 と 街 の 応 答 関 係 を 目 指 し て6 .

2 - 新築設計計画
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S=1/75
短手断面詳細図

開架図書

テナント

テナント

読書空間

歩道

清澄庭園

図書館オフィス

屋内半屋外

改修の歴史を参照しながら各部材を決めており、
各部分で異素材の対立が起こっている。

壁を抜いた場所には耐震補強の
スチールフレームが差し込まれ、
細長い空間を細かく分節していく。

公共化された屋上に道が通っている。
街に対して立定的な関係性を作っている。

分断されていた街と清澄庭園を
バッファーとなる空間を介して繋ぎ直している。

天井に木の柱梁のハイサイドライトが出現する。
解体の中で素材の崩しが行われている。

木造部分まで RC 耐震壁を貫通させている。
3, 4F の耐震補強を兼ねている。

増築によって手入れが不可能になった
背面の壁は退廃化していた。

正直な壁面を顕にし、自然の侵食を肯定する
空間を作っている。

竣工時のグリッドを参照し、1 枚の RC 壁を設計。
庭園と建築の間に細長い半公共空間作られる。

提案新築部分（2023-）

・仕上げ解体
・RC 構造露出

・木造本棚

・フローリング t=15
個人住宅時のものを
そのまま転用

・フローリング t=15
個人住宅時のものを
そのまま転用

・S 造本棚

・仕上げ解体
・RC 構造露出

・窓枠取り外し

・RC 耐震壁（新築）t=120mm
白色モルタル 佐官仕上げ t=25mm

・スチール構造補強ブレースφ=80

・仕上げ解体
・木梁 , 木柱露出

0 1 5 (m)

 2 5 0m に渡って RC ラーメン造の既存のグリッドを基準に既存の改修を行う。
既存の店舗のみの動線方向に対し直交する、全体を横断する大きな動線計画を設け、

それに応じ設計を進めながら、空間のディテールをまとめる。

それらが作る風景は、かつてそこにあった風景と似た風景であるかもしれない。

歩道

清澄庭園の緑

解体 転換

改築

清澄庭園 清澄の街並み

公共空間
（小規模事業者テナント）

内部空間
（図書館主要機能）

半公共空間
（読書空間）

提案

木造の増築

RC ラーメン造

清澄庭園 清澄の街並み

初期長屋部分
（1 9 2 8 年竣工）

住人による
独自の改築部分

 3,4F に木造 , 庭園側に RC 造の増築が行われた。
住面積を増やすため、各々の自由な増築によって、
長屋の連帯性は失われ、猥雑な風景を作っている。

 現在（2023 年）

清澄庭園 清澄の街並み

初期長屋部分
（1 9 2 8 年竣工）

公共空間

半公共空間

屋上の交流
ベランダの交流

 竣工時（1928 年）
竣工時は RC ラーメン造の２階建て、店舗付きの極小住宅だった。

長屋の形式が生み出す連続した屋上と、ベランダでの交流が
多様な関わりを生んでいたとわかっている。

形態に機能に適応 竣工時のグリッド、
空間の特性を引用

既存改修対象場所

全体

1 - 既存改修計画

残 す 、 蘇 る 、 生 み 出 さ れ る 要 素5 .

竣工時の建築に、住人による独自の増改築が重ね重ね行われてきた。その偶然のコンポジションが現在の風景を作っている。
 その中で生まれた要素をまとめ、価値と定義するものを残し、蘇らせるものを見つけ、新たに生み出されるものを形作りながら空間の編集を行なっていく。

重 ね 重 ね て ゆ く4 .

r e s p o n s e

庭園側の半公共化された読書コーナー

Ⓐ

屋上に新たな公共のランドスケープが生まれる

Ⓑ

異素材が混在する開架コーナー

Ⓒ

木架構が作る中央空地の新築コンコース

Ⓓ

吹き抜けとカーテンが作る空地部分のホール空間

Ⓔ

大きなスケールを持つエントランス扉

Ⓕ

Ⓖ


